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１-１ 事業の目的・概要 

本業務は、本町における観光統計データの収集、整理、分析を行うことで、本町の観光統計デ

ータを整備し、当該データを基に既存の観光振興施策の改善や新規観光振興施策の立案へと繋げ

ることで、効果的な観光振興施策を実施するものである。また、本町の観光関連事業者も活用で

きる観光統計データとすることでその事業発展に資し、本町と観光関連事業者が一体となって本

町の観光振興を図り、本町を訪れる観光客の増加に寄与することを目的とする。 

 

１-２ 業務実施フロー 

本業務の実施フローを下記に示す。 
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２章 観光統計調査の整理 

○ コロナ前後の動向など外部環境を把握するため、過去10年を整理 
○ 訪日外国人消費動向調査（観光庁）、入域観光客数に関する統計 
  （沖縄県）などの外部環境に関する観光統計を対象 

３章 携帯電話 GPS調査 

○ 日本人観光客の町内等移動動態を把握するため、2019年（コロナ  
前）、2023年（直近）を整理 

○ GPSデータ（Agoop）を活用して分析（母数推計済みデータ） 

４章 訪日外国人に係る調査 

○ 外国人FIT観光客の町内等移動動態を把握するため、2019年  
（コロナ前）、2023年（直近）を整理 

○ GPSデータ（ナビタイム）を活用して分析 

６章 その他自由提案（観光産業調査） 

○ 郵送アンケート調査によって町内の観光収入、域内調達率等を整
理 

○ 町内の観光関連事業者（宿泊、飲食等）を対象に調査を実施 

５章 観光客満足度・消費動向調査 

○ 対面アンケート調査によって町内の観光満足度、消費実態等を整
理 

○ 町内滞在中の観光客を対象に調査を実施 

７章 マーケティング分析 

○ ２～６章の各種データによってSWOT分析、STP分析を実施するこ
とで、北谷町における観光課題等を整理 

○ 実施すべき観光施策の整理 
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２-１ 観光統計資料の整理 

国、沖縄県、北谷町、観光関連団体等が公表している観光統計、観光調査に関する資料等を収

集することで、国、県、北谷町の観光客の動態、観光産業の実態を明らかにする。 

 

（１）全国における日本人観光客の動向 

日本人の国内延べ旅行者は、2012年〜2019年（コロナ前）まで横ばいであり、コロナ感染者

を確認した 2020年に大きく減少し、2021年では最も低くなり、その後、回復傾向にある。 

旅行回数を見ると、宿泊旅行の 2012年〜2019年（コロナ前）では、「しなかった」が 38％程

度であったが、延べ旅行者と同様に、2020年に大きく増加し 60％と日本人の半数以上が宿泊旅

行をしていない。さらに 2021年では 65％と最も高くなり、その後、回復傾向にある。日帰り旅

行でも同様の傾向が見られる。 

品目別旅行消費額を見ると、宿泊旅行では、2019年が各品目で最も高く、コロナ感染者を確

認した 2020年に大きく減少し、2021年では最も低くなり、その後、回復傾向にある。日帰り旅

行では、2012年〜2019年（コロナ前）まで横ばいであり、コロナ感染者を確認した 2020年に大

きく減少し、2021年では最も低くなり、その後、回復傾向にある。 

 
出典）旅行・観光消費動向調査【観光庁】 

図 日本人国内旅行延べ旅行者数の推移 

 

出典）旅行・観光消費動向調査【観光庁】 

※5％未満は数値の表示を非表示 

図 日本人国内宿泊旅行者の旅行回数 
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出典）旅行・観光消費動向調査【観光庁】 

※5％未満は数値の表示を非表示 

図 日本人国内日帰り旅行者の旅行回数 

 

出典）旅行・観光消費動向調査【観光庁】 

図 日本人国内宿泊旅行者の品目別旅行消費額 

 

出典）旅行・観光消費動向調査【観光庁】 

図 日本人国内日帰り旅行者の品目別旅行消費額 
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（２）全国における訪日外国人観光客の動向 

訪日外客数は、2012年〜2019年（コロナ前）まで増加傾向であり、コロナ感染者を確認した

2020年に大きく減少し、2021年では最も低くなり、その後、2016年を超える程度にまで回復し

ている。 

また、訪日外国人の平均宿泊数は、2012年〜2019年（コロナ前）まで減少傾向であったが、

2022年で、平均 20泊と大きく増加した。2023年では、平均 10泊と 2012年〜2019年（コロナ

前）まで減少している。国籍・地域別に見ても傾向がほぼ同様である。 

品目別 1人 1回当たりの旅行消費単価を見ると買物代を除き、2012年〜2019 年（コロナ前）

まで横ばいであり、2022年で大きく増加し、2023年で減少しているが、2012 年〜2019年（コロ

ナ前）より高い傾向である。 

 

 

出典）訪日外客統計【日本政府観光局】 

図 訪日外客数 

 

 

出典）訪日外国人消費動向調査【観光庁】 

※2020 年、2021 年は、新型コロナウイルス感染症の影響により中止調査を中止した月があるため集計から除外 

※2023 年は速報値 

図 平均宿泊数 
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出典）訪日外国人消費動向調査【観光庁】 

※2020 年、2021 年は、新型コロナウイルス感染症の影響により中止調査を中止した月があるため集計から除外 

※2023 年は速報値 

図 国・地域別の平均宿泊数 

 

 

出典）訪日外国人消費動向調査【観光庁】 

※2020 年、2021 年は、新型コロナウイルス感染症の影響により中止調査を中止した月があるため集計から除外 

※2023 年は速報値 

図 品目別１人１回当たりの旅行消費単価 
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（３）全国における宿泊旅行の動向 

宿泊者数、延べ宿泊者数、客室稼働率は、2012年〜2019年（コロナ前）まで横ばいであり、

コロナ感染者を確認した 2020年に大きく減少し、2021年では最も低くなり、その後、回復傾向

にある。 

 

 

出典）宿泊旅行統計調査【観光庁】 

図 都道府県別の実宿泊者数 

 

 

出典）宿泊旅行統計調査【観光庁】 

図 都道府県別の延べ宿泊者数 
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出典）宿泊旅行統計調査【観光庁】 

図 客室稼働率 
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（４）全国における経済活動の動向 

事業所数、従業者数、売上金額は、2012年から 2016年で増加しているが、2021年で大きく減

少した。事業所数では 2016 年の 0.89倍,従業者数では 2016年の 0.95倍、売上金額では 2016年

の 0.93倍である。 

 

 

出典）経済センサス活動調査【経済産業省】 

※外国の会社及び法人でない団体を除く 

図 日本全国の事業者数と従業者数の推移 

 

 

出典）経済センサス活動調査【経済産業省】 

※外国の会社及び法人でない団体を除く 

図 日本全国の売上金額 
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（５）沖縄県における入域観光客数の推移 

国内客数、外国客数ともに、2012年〜2019年（コロナ前）まで増加傾向であり、コロナ感染

者を確認した 2020年に大きく減少し、2021年では最も低くなり、その後、回復傾向にある。 

特に、国内客数は、2019年と変わらない程度まで回復している。 

 

 

出典）沖縄県入域観光客統計概況【沖縄県】 

図 国内客数と外国客数の推移 

 

（６）沖縄県における宿泊施設の推移 

沖縄県の宿泊施設数、客室数、収容人数は、増加傾向であり、2022年では、宿泊施設数 7,367

施設、客室数 126,430室、収容人数 354,382人である。次項では沖縄県の市町村別宿泊施設数、

客室数、収容人数を示す。 

 

 

出典）宿泊施設実態調査【沖縄県】 

図 沖縄県の宿泊施設数・客室数・収容人数の推移 
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表 沖縄県の市町村別宿泊施設数・客室数・収容人数の推移 

 

出典）宿泊施設実態調査【沖縄県】 
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表 沖縄県の市町村別宿泊施設数・客室数・収容人数の推移 

 

出典）宿泊施設実態調査【沖縄県】 
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（７）沖縄県における観光消費の推移 

費目別消費額を見ると、宿泊費、飲食費、娯楽・入場費が増加傾向である。 

居住地別の来訪回数を見ると、初めて、2回目、3回目、4回目、5から 9回目、10から 19回

目、20回目以上の全項目で関東が最も高い。１回目から 9回目までは、中部や近畿が次いで高

いが、10回目以降になると九州が高くなる傾向にある。 

来訪回数別の活動内容を見ると、観光巡り、伝統工芸、ショッピング、戦跡地参拝、新婚旅

行、ウエディングは、初めてや 2回目、5から 9回目など比較的に来訪回数が少ない方が高い。

一方で、保養・休養、海水浴・マリンレジャー、ダイビング、ゴルフ、釣り、スパ・エステ、プ

ロスポーツキャンプ見学は、5回目以降の比較的に来訪回数が多い方が高い。 

 

 

出典）観光統計実態調査【沖縄県】 

※四捨五入のため、総額が一致しない場合がある。 

※2020 年は、国内客の４－６月期、７－９月期及び外国客の４－６月期、７－９月期、10－12 月期の調

査が中止となったことから、調査を実施できなかった期間については 2019 年４－６月期、７－９月期

の一人当たり消費額（国内客）を用いて試算。 

※2021 年は、国内客の４－６月期、７－９月期及び外国客の１－12 月の調査が中止となったことか

ら、調査を実施できなかった期間については 2019 年４－６月期、７－９月期の一人当たり消費額（国

内客）を用いて試算。 

※2022 年は、外国空路客の１－３月期から 10－12 月期及び外国客の１－３月期から 10－12 月期まで

の調査が中止となったことから、調査を実施できなかった期間については、2019 年同期の一人当たり

消費額（外国空路客）を用いて試算。 

図 費目別消費額(円) 
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表 居住地別の来訪回数の比率 

 

出典）観光統計実態調査【沖縄県】 

初めて 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

北海道・東北 9 10 11 8 8 10 9 12 8 5 10

関東 36 37 36 42 35 36 36 34 52 51 43

中部 20 18 16 14 18 17 17 14 12 13 18

近畿 15 15 17 19 20 19 21 17 21 20 16

中国・四国 8 9 9 7 11 7 8 11 3 4 6

九州 12 11 12 10 9 11 9 12 5 7 8

2回目 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

北海道・東北 8 7 8 8 8 5 6 5 4 5 7

関東 37 39 39 37 35 32 38 35 55 52 45

中部 17 18 15 14 16 15 16 18 13 9 16

近畿 18 17 17 23 21 25 19 21 20 23 18

中国・四国 6 7 8 7 7 10 9 9 3 5 5

九州 14 12 14 12 13 13 12 13 5 6 8

3回目 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

北海道・東北 7 5 8 6 6 5 6 5 3 1 5

関東 39 41 39 39 38 40 44 34 54 52 47

中部 16 16 12 13 14 12 15 14 10 13 14

近畿 16 18 22 23 23 23 19 23 24 20 20

中国・四国 8 6 7 7 7 7 4 7 3 5 5

九州 15 14 13 12 13 12 11 16 6 9 9

4回目 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

北海道・東北 5 5 5 3 5 4 5 4 4 3 5

関東 43 39 42 44 39 40 39 36 54 49 47

中部 17 14 12 12 14 11 14 15 11 15 16

近畿 20 21 20 23 24 28 21 26 23 21 19

中国・四国 4 7 7 6 5 2 7 5 3 5 4

九州 12 14 15 13 12 15 14 13 5 6 8

5から9回目 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

北海道・東北 5 6 7 4 4 6 5 5 3 4 5

関東 43 44 43 44 44 45 44 43 53 57 49

中部 12 13 13 11 12 10 11 13 9 12 15

近畿 18 18 19 22 25 22 23 21 25 18 20

中国・四国 6 5 6 7 5 4 5 6 3 3 4

九州 16 14 13 12 11 13 12 13 6 6 8

10から19回目 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

北海道・東北 4 4 4 2 4 4 4 5 3 4 3

関東 46 43 45 47 47 45 44 42 57 51 51

中部 12 13 10 9 9 11 11 10 10 11 12

近畿 16 20 19 22 23 20 23 22 22 21 21

中国・四国 5 5 6 6 4 4 6 5 3 5 4

九州 17 16 17 15 12 14 13 16 5 8 9

20回目以上 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

北海道・東北 3 3 3 3 1 3 3 4 2 2 3

関東 40 41 39 45 47 46 45 39 56 60 51

中部 9 11 7 9 8 8 8 10 8 8 12

近畿 20 17 22 23 21 20 25 23 21 16 20

中国・四国 4 4 7 4 5 4 3 4 4 2 4

九州 25 24 22 17 17 18 16 19 9 11 10
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表 来訪回数別の活動内容の比率 

 

出典）観光統計実態調査【沖縄県】 
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表 来訪回数別の活動内容の比率 

 

出典）観光統計実態調査【沖縄県】 
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表 来訪回数別の活動内容の比率 

 

出典）観光統計実態調査【沖縄県】 
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表 来訪回数別の活動内容の比率 

 

出典）観光統計実態調査【沖縄県】 
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（８）沖縄県における修学旅行数の推移 

国内客数、外国客数ともに、2012年〜2019年（コロナ前）まで横ばいであり、コロナ感染者

を確認した 2020年に大きく減少している。 

 

 

出典）修学旅行に関する統計【沖縄県】 

図 修学旅行の学校数と人数 

 

（９）北谷町における月別滞在人口数 

月別滞在人口数において、1月から 6月までは、2019年（コロナ前）の方が 2022年（コロナ

禍）に比べ滞在人口が多いものの、７月から 12月になると 2022年（コロナ禍）の方が 2019年

（コロナ前）に比べ滞在人口が多くなっている。 

 

 
出典）From-to 分析（滞在人口）【RESAS】 

図 月別滞在人口数の推移（2019年と 2022年の 4時） 
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出典）From-to 分析（滞在人口）【RESAS】 

図 月別滞在人口数の推移（2019年と 2022年の 14時） 

 

（10）北谷町における外国人滞在人口数 

外国人の月別滞在人口数において、2019年は、7月が最も多い。2022年では、12月が最も多

い。2022年は、コロナ禍ということもあり、1月から 9月まで外国人滞在人数が少ない傾向にあ

る。 

 

出典）外国人滞在分析【RESAS】 

※滞在者数とは、指定地域の昼間帯（10 時から 18 時の間）または夜間帯（2 時から 5時の間）に、2 時

間以上滞在した外国人数を日別に算出し、対象期間の日数分を積算した延べ人数を表している。 

図 外国人の月別滞在人口数の推移（2019年と 2022年の昼間） 
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出典）外国人滞在分析【RESAS】 

※滞在者数とは、指定地域の昼間帯（10 時から 18 時の間）または夜間帯（2 時から 5時の間）に、2 時

間以上滞在した外国人数を日別に算出し、対象期間の日数分を積算した延べ人数を表している。 

図 外国人の月別滞在人口数の推移（2019年と 2022年の夜間） 

 

（11）北谷町における主要イベント来客数 

各イベントの来客数増減は、イベントによって傾向が異なり、増減を繰り返すなどしている

が、2019年では、北谷ニライハーリー、シーポートちゃたんカーニバル、プロ野球キャンプの

来客数が減少した。 

 

表 主要イベントの来客数 

 

出典）北谷町統計書【北谷町】 

※2015 年のシーポートちゃたんカーニバルについては、台風の接近により中止 

※2018 年及び令和元年の C-1ちゃたんグルメバトルは、産業まつりと合同開催 

※計数カウンターによる数値。下 2 桁は切り捨て（プロ野球キャンプを除く） 

  

イベント名 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

北谷ニライハーリー 5,700 5,800 7,500 10,000 12,000 5,000 3,000
新型コロナの影響に

より開催なし
新型コロナの影響に

より開催なし
3,000

シーポートちゃたんカーニバル 73,000 90,000 98,300 42,000 74,345 71,000
新型コロナの影響に

より開催なし
新型コロナの影響に

より開催なし
新型コロナの影響に
より花火のみ開催

ハローウィンミハマ 3,000 7,000 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000
新型コロナの影響に

より開催なし
新型コロナの影響に

より開催なし
新型コロナの影響に

よりオンラインイベン トを開催

Ｃ-1ちゃたんグルメバトル 30,000 30,000 34,000 13,000 13,500 15,390 18,113
新型コロナの影響に

より開催なし
新型コロナの影響に

より開催なし
15,829

プロ野球キャンプ 26,520 25,900 34,000 39,864 70,705 65,532 55,452 無観客開催 17,678

生涯学習センターまつり 1,800 2,100 2,300 2,400 2,000 2,150 2,612
新型コロナの影響に

より開催なし
新型コロナの影響に

より開催なし
3,200
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（12）沖縄県における MICE 開催実績の推移 

MICE開催実績は、2012年〜2019年（コロナ前）まで増加傾向であり、コロナ感染者を確認し

た 2020年に大きく減少し、2021年では最も低くなり、その後、回復傾向である。 

 

 

出典）MICE 開催実態調査事業報告書【沖縄県】 

図 MICE開催実績 
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（13）新型コロナウイルス感染症による日本人旅行者への影響 

国内旅行を予定通り実施した割合は、コロナの感染状況によって増減しながらも年を追うごと

に増加している。特に 2022 年 7月以降は約 95%を占め、コロナ禍の影響による旅行内容の変更は

少なくなっている。 

新型コロナの影響で変更した国内旅行の内容は、2020年 8月、2021年 1月および 9月を除いた

すべての月で「活動内容・訪問先」の変更が最多である。 

感染拡大に落ち着きがみられた 2021年 10月から 12月は、2割以上が都道府県や市区町村が実

施する旅行割引支援制度を利用。2021年 12月に実施した旅行では、「都道府県が実施する旅行割

引支援制度を利用」した割合は 2.5割と最も高い。 

旅行割引支援制度の利用方法は「コロナ禍以前と同等クラスの宿泊施設や交通手段を利用し、

旅行費用を安く抑えた」が、ほぼすべての月で半数を超えている。 

 
出典）新型コロナウイルス感染症影響下の日本人旅行者の動向【(公財)日本交通公社】 

図 日本人旅行者数の推移 

 

表 新型コロナウイルスの影響で変更した内容 (国内旅行) 

 
出典）新型コロナウイルス感染症影響下の日本人旅行者の動向【(公財)日本交通公社】 

※各項目の数値は、行動変更した人の割合 
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出典）新型コロナウイルス感染症影響下の日本人旅行者の動向【(公財)日本交通公社】 

図 Go Toトラベルなどの国や都道府県、市町村が実施する旅行割引支援制度の利用率 

 

 

出典）新型コロナウイルス感染症影響下の日本人旅行者の動向【(公財)日本交通公社】 

図 普段の旅行と比較して、今回の旅行はどちらに近いか 

(Go Toトラベルや旅行割引支援制度を利用したと回答した人のみ) 




